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１ 

 

令和８年２月２０日 

 

豊田市議会議長 

 北 川 敏 崇 様 

 

歴史・文化芸術を生かしたまちづくり推進特別委員会  

                       委員長 木 本 文 也 

 

歴史・文化芸術を生かしたまちづくり推進特別委員会調査研究結果報告書  

 

本委員会は、令和７年５月１４日の本会議において設置されて以来、委員会の設置

目的である、博物館の開館及び美術館開館３０周年を契機とし、本市が有する歴史・

文化芸術資源に関する調査研究を行い、それらを生かしたまちづくりの推進、来訪者

の増加を目指すため調査研究を進めてきた。 

これまでの経過と活動について、その結果を報告する。 

 

記 

 

１ 設置の経過 

（１）令和７年５月１４日の本会議において本特別委員会が設置され、次の１１名が

委員に選出された。 

安藤 寿昭、榎屋 小百合、海老澤 要造、木本 文也、窪谷 文克、酒井 斉、 

杉浦 健史、鈴木 孝英、中尾 俊和、中島 竜二、松原 一也 

（２）同日開催の委員会において、委員長に木本文也、副委員長に海老澤要造を選出  

した。 

 

２ 調査研究事項 

本特別委員会の設置目的である「本市が有する歴史・文化芸術資源に関する調査

研究を行い、それらを生かしたまちづくりの推進、来訪者の増加を目指す」ことを

踏まえ、具体的な調査研究事項として以下の点について調査研究した。 

１ 美術館、博物館、民芸館の機能・連携の強化 

２ 市民が親しみやすい文化施設の在り方 

３ 美術館、博物館と中心市街地との一体的な回遊型利用の促進 

４ 歴史・文化芸術を生かしたまちの見せ方、プロモーション戦略 
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３ 委員会開催状況及び内容 

 期日 内容 

第１回 
5/14（水） 

11:30～ 
・正副委員長互選 

第２回 
6/16（月） 

10:00～ 

・調査研究事項（案）について 

・年間スケジュール（案）について 

・行政視察について 

第３回 
7/25（金） 

10:00～ 

・調査研究事項１「博物館、美術館、民芸館の機能・連携の強

化」及び調査研究事項２「市民が親しみやすい文化施設の在

り方」について 

・年間の活動スケジュール案について 

第４回 
8/1（金） 

10:30～ 

・調査研究事項３「博物館、美術館と中心市街地との一体的な

回遊型利用の促進」について 

第５回 
8/8（金） 

14:00～ 

・調査研究事項２「市民が親しみやすい文化施設の在り方」及

び調査研究事項４「歴史・文化芸術を生かしたまちの見せ

方、プロモーション戦略」について 

第６回 
8/21（木） 

14:00～ 

・調査研究事項２「市民が親しみやすい文化施設の在り方」に

ついて 

・ヒアリング内容の整理について 

・委員の派遣（管内視察）について 

第７回 
9/9（火） 

9:45～ 
・委員の派遣について 

― 
9/10（水） 

9:00～ 

・管内視察の実施 

（豊田市小原和紙のふるさと及び豊田市民芸館） 

第８回 
9/25（木） 

9:30～ 

・市道けやき通り線について 

（管内視察に伴う事前勉強会） 

― 
9/25（木） 

10:00～ 

・管内視察の実施 

（豊田市駅・市道けやき通り線及び豊田市美術館・博物館） 

― 

10/7（火） 

～ 

10/9（木） 

・行政視察の実施 

（埼玉県立歴史と民俗の博物館、長野市立博物館、十日町市及 

 び越後妻有里山現代美術館 MonET） 

第９回 
10/17（金） 

10:00～ 

・委員派遣における意見交換について 

・今後の特別委員会の進め方について 
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第 10 回 
10/31（金） 

10:00～ 
・提言の方向性について 

第 11 回 
11/7（金） 

10:00～ 
・提言案について 

第 12 回 
12/5（金） 

14:00～ 
・調査研究結果報告書案について 

第 13 回 
12/19（金） 

14:00～ 
・調査研究結果報告書案について 

第 14 回 
1/8（木） 

10:00～ 
・調査研究結果報告書案について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 
 

４ 調査研究結果 

（１）調査研究事項１「美術館、博物館、民芸館の機能・連携の強化」 

【令和７年７月２５日実施：美術・博物部へのヒアリング】 

ア 魅力的な企画展等を実施するための取組 

 ・豊田市美術館のコレクションだけではなく、他館から作品を借りて実施するも

のが企画展であり、企画展を開催するに当たってはこれまでの美術館の活動、展

覧会の実績などから、「ハコ」としての信頼や評価が確立していることが重要。 

 ・企画展等を開催する中で、作品の貸し借りにおいては他館との信頼関係ができ

ていること、対外的評価が得られていることが重要である。マスコミと共催する

ものにおいては、これまでに成功を収めていることが重要となる。 

 ・今後の展望として、みんなが集う美術館としてミュージアムの社会的役割を果

たしていきたい。具体的には、高齢者、障がい者、外国人など多様な市民に向け

ての活動が充実している、例えば、地域医療センターやほかの分野との連携を進

めていく、不登校の子どもたちに対してのアプローチを考えていくなど、ミュー

ジアムを利用したことがない市民に向けてのアプローチを充実させていく。ただ

し、実践にあたっては美術館の根幹となるコレクション、収集活動をしていくこ

とが大切である。 

・視覚障がい者への取組として、過去には作品を触ってもらう取組をしていた

が、触れられる作品も限られているため継続性に課題を感じている。今後につい

ては視覚障がい者だけを対象とせず、視覚に障がいのある方、他に障がいのある

方、一般の方も同じように一つの作品を鑑賞していくにはどうしたらいいのか考

えている。また、その他にはスロープやエレベーター等の移動手段を整備するこ

とで、障がい者だけでなく誰もが使いやすい施設となるように整備している。 

・視覚障がい者団体からは、作品説明を音声で聞くための二次元コードについ

て、二次元コードが存在することをもっと分かりやすくして欲しいという意見が

あった。また、聴覚障がい者向けには、博物館のセミナールームにヒアリングル

ープという補聴器の音を増幅する設備を設置している。いずれにしても、すべて

の人が使いやすい美術館、博物館及び民芸館を目指し、利用者の声を聴きながら

今後も取組を進めていきたい。 

 ・企画展等を行う場合は、美術館、博物館、市民文化会館の３館が相互に来館者

を受け入れ駐車場を運営しているが、駐車場不足が顕著である。企画展等の際に

は、公式ホームページ及び企画展等の特設サイトでＰＲしている。日々の状況と

しては、施設のＳＮＳで、企画展等によっては特設のＳＮＳで、混雑状況やシャ

トルバス、使用可能な駐車場の状況等について情報発信している。 

 ・車での来館者が多いため、電車での来館者にはタクシーの使用を促していきた 
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 い。また、気候のよいときは駅から歩いて来ても気分のよい道のりにしたいと考

えている。 

 ・トイレの数を始めとして来館者数に対して施設規模が追い付いていない。今後

も継続して大きい展覧会を実施するのであれば、施設自体の改修・見直しが必要

である。 

 ・会場設営費や作品輸送などの経費が現在高騰している。企画展等を行うには収

支のバランスが重要となってくるが、豊田市は市内の１８歳以下と７０歳以上の

方は無料としていることから、その間の層から観覧料として収入を得る必要があ

る。観覧料の値上げや、公共施設として市内の方、市外の方の差異を設けて観覧

料を設定していくのか検討が必要である。 

 ・作品の収集活動は、作品を収集保管し、後世に残していくことが重要であり、

収集したものを活用していくのが、企画展等の活動となっている。コレクション

があるからこそ企画展等の活動ができているが、保管場所には限界があり、継続

性が課題となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 歴史・文化を伝えていくための博物館、民芸館の取組 

・博物館の観覧者数については、昨年度の実績が約１７万人、利用者数は年間の実

績が約２８万人と、大きく目標を上回る数値となった。 

・「みんなでつくりつづける博物館」を実現するための中心的な存在となる「とよは

くパートナー」について、開館前となる令和５年夏に募集し、秋より研修や開館時

の企画について準備を始めた。個人１６２人、企業やサークル等１０２団体の登録

があり、展示ガイドやイベント開催等の活動を進め、パートナーの提案による自主

活動も立ち上がっている。 

・小・中学生を主体とした博物館学習については、３３５校、２４，４５１名（令

和６年度実績）が参加し、「興味や疑問を持つことができた」、「豊田市に誇りを持つ

ことができた」との声があった。 

・豊田市のあゆみと現在の姿を紹介する常設展については、観覧者数１２万５千人



６ 
 

余と多くの方々に観覧いただいた。１０代～５０代では「とても良い・良い」との

評価が９０パーセントに及び、「スケール感の大きい見せ方」、「体験型の展示」、「親

しみやすさ」という点で共感を得られている。 

・常設展やコレクション展、展覧会で計画的に歴史を伝える展示を実施。具体的に

は、４月から６月は藤井達吉と小原和紙に関連するコレクション展示、織田信長像

と長篠長久手合戦図屏風のコレクション展を開催した。 

・開館した現在においても、施設管理や総務に関わる人員配置が少なく、資料整理

や資料管理、資料の調査・評価など、「歴史を伝える」ことの基礎となる学芸業務や

人材育成が後手になっている。 

・博物館の役割は、「多様な自然環境と、その中で生きる人々が生み出してきた歴史、

文化及びものづくり産業の歩みを物語る資料と記憶を、市民、地域及び企業ととも

に未来へつなげ、市への愛着の醸成及び地域の活性化に寄与する」である。 

・民芸館の役割は、「伝統的な手仕事を通じて、日常の暮らしに宿る美しさを追究し、

民芸の価値や魅力を発信し、豊かな市民文化を育む」ことである。 

・民芸館は、手仕事への興味関心の醸成、日常の暮らしという視点から、日本・世

界の民芸品、民芸運動の系譜を引く作家の作品に、対象を絞り博物館とすみわけて

いる。 

 

 ウ ３館の連携強化に向けた取組 

・地理的に離れている民芸館は、「地域の環境や風土」への目線を共有するミュー

ジアムとして、展覧会企画の組み合わせにより、相乗効果が期待される。 

・博物館と展覧会企画を連携して開催した民芸館特別展「おいしい民窯」展は、

多くの集客を得ることができた。 

・広報・情報発信における連携の強化として、博物館受付のデジタルサイネージ

で３館それぞれの展覧会情報を発信し、図書コーナーでは３館の展覧会ポスター

掲示やチラシの配架をしている。えんにち空間には３館の年間企画展を紹介する

ラインナップボックスを設置し、民芸館などの事業周知と３館共通年間パスポー

トの販売促進を図っている。 

・博物館、民芸館、美術館の観覧者の相互利用による入場者増を目指した、三館

パスポート制度を実施している。展覧会によっては、博物館・美術館・民芸館入

場チケットの半券で、相互にチケット割引を行っている。 

・ミュージアムと観光の視点は重要であると考えている。美術・博物部として観

光事業を立ち上げてはいないが、ツーリズムとよたと連携し、観光客がミュージ

アムを訪れ、市内を観光する取組を進めている。 
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・美術館、博物館、民芸館が豊田市へ愛着、愛着の前に興味や関心を持つきっか

けにどれだけ寄与していけるかが重要だと考えている。興味を引く企画展等で初

めて豊田市に来て縁をつくり、豊田市への興味・関心を持つきっかけになればと

考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 エ 学芸員の確保と人材育成における課題 

・３館の規模やコレクションの数から考えて、同程度の他の公立館と比較しても、

学芸員が充足しているとは認識していない。 

 ・大型展の開催に伴い人員を割くと、教育普及の活動や作品の調査研究という通

常の業務に支障が出てきてしまう。展覧会の開催にあたっては、企画だけでなく

広報等も重要であり、様々な業務があり、学芸員を始めとした職員一人当たりの

負担が大きくなっている現状がある。現状の学芸員、有資格者の年齢分布では不

均衡で、入れ替わりの時期でもあり確保と育成が急務である。専門分野や年齢的

均衡、学芸分野に加えて広い視野、知見などを持った人材確保に努めていく。 

・専門分野での成長を期待する一方で、職員（組織人）としての成長、監督・管理

職、経営職を担うことができるような人材育成が必要だと認識している。部内での

他所属への異動をはじめ、部局を超えて文化振興や学校教育、生涯学習、財政や総

務的な視点での成長も望まれる。 

・社会人経験者を採用することは、専門分野でのスキル活用の期待をはじめ、行政・

公共にはない多面的な視点を組織の中に取り込み既存職員への刺激という点にお

いても、意味のあることと考える。 
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（２）調査研究事項２「市民が親しみやすい文化施設の在り方」 

ア 市民に開かれた文化施設を目指した取組 

【令和７年７月２５日実施：美術・博物部へのヒアリング】 

・多くの市民に興味・関心を持ってもらい、来てもらうためには、本来の各館が

持つ目的を維持しつつ、常設展や企画展等だけでなく、庭園で写真を撮るなど、

違う形、様々な館の利用の仕方を考えていきたい。 

 

（ア）文化財課 

・棒の手会館指定管理者の自主事業として、ふらトレーニング、キッズ体操等の

開催や棒の手保存会の活動を紹介する写真展示などにより近隣住民との連携を強 

化している。 

・棒の手会館展示リニューアルにおいて、棒の手保存会など地元の声を聞いて進

めている。 

・喜楽亭指定管理者の委託事業として、喜楽亭茶会を開催している。 

・旧鈴木家住宅では、企画展、紙屋スタディーズ、工事現場エリア見学ツアーを

開催している。策定中の文化財保存活用地域計画にて、文化財の適切な活用を行

い、観光やまちづくりなどとの連携を図っている。 

・講演会として、市史完成記念シンポジウム、小原地区の市場城の測量調査と講

演会の開催、昌全寺仏像解説会、縄文時代の発掘調査報告書発表会、民俗芸能発

表会を開催した。 

・出前講座の取組として、市内の史跡等への学校の見学対応がある。博物館とも

連携し、令和６年度は寿恵野小学校が神明遺跡台地公園などを見学した。令和７

年度に平和小学校が豊田大塚古墳を、青木小学校が馬場瀬古墳群を見学した。ま

た、足助の町並みを活用した学習では、令和５年度は足助小学校をはじめ５校で

あったが、令和６年度は８校であり増加している。博物館学習が始まって見学バ

スが使えるようになって、足助地区以外の童子山小学校、土橋小学校、前山小学

校などにも足を運んでもらっている。 

 

（イ）美術館 

・地域住民の方に向けたアプローチでは、開館３０周年を記念したモネ展の内覧

会に小坂自治区、樹木自治区の方が参加した。 

・ギャラリートーク等の教育普及の活動を行っている。また、青少年相談センタ

ーと共催で婚活イベントを美術館で実施した。 

・豊田地域医療センターとの連携、庭園で博物館と連携しマルシェ、写生大会な

どを開催した。 
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・出前講座等の取組としては、展覧会等に付随して行っているもの、コレクショ

ンをよりよく見られるイベント、アウトリーチ活動として行っているもの、博学

連携で行っているものがある。 

・アウトリーチ活動では、館長をはじめ学芸員全員がほぼ毎月１回ずつ、市内の

各所に出向いてそれぞれの専門分野などを話す機会を設けている。 

・アートフレンドの活動として、美術館のガイドボランティアが美術館の中だけ

ではなくて、地域に出向きテーマを設けて活動をしている。 

・令和６年度に、博物館と一緒に行った博学連携事業では、美術館にも４０校程

度の学校、約３，５００人の生徒が来館した。 

 

（ウ）博物館 

・夏と冬に科学体験館と連携して博物館のウッドデッキでの天体観測会を実施し

た。参加者は広く市民の中でも地域住民が多く参加している印象であった。 

・年間４０回程度、セミナールームや体験室などを中心にワークショップを行

い、参加者は４，０００人くらいである。 

・木造のえんにち空間の２階にあるキッズスペース、屋外の庭園、むかしの家と

いったところは、地域の方や子育て世代の方の日常使いの場として利用されてい

る。 

・博物館学習についての出前講座は４校で７８０人ほどの参加、数年前から行っ

ている中央図書館への調べる・伝える学習応援講座への出前も実施。また、通常

の学習内容と異なるキャリア学習、職業人の人に話を聞く機会についても、学芸

員を出前で派遣している。 

・地域の歴史に関する場所を案内してほしいという声を受け、令和６年度は若

園・若林・前林交流館合同講座を実施した。 

・とよはくパートナーは、個人パートナーと企業や地域サークルのような団体パ

ートナーに分かれる。個人パートナーは、それぞれの活動の充実を図りパートナ

ーの育成を行っていきたい。団体パートナーは、それぞれの得意分野があり、活

動内容については博物館が来場者に伝えたいものとマッチングする部分もあるた

め、今後も随時募集し活動の充実化を図りたい。また、個人パートナーの活動が

活発になっており、パートナー自身が自主活動グループを立ち上げ企画を行うな

ど、成果のアウトプットに至れば今後は博物館の事業活動の一つとなっていくこ

とを想定している。 
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（エ）民芸館 

・民芸館においては、平戸橋一区自治区や、民芸の森倶楽部と連携し、桜まつり

やウオーキング、観月会を実施している。 

・民芸館では、陶芸講座や染色講座、絞り染め体験を、御船こども園、越戸こど

も園などで実施している。 

 

イ 教育の視点からの取組 

 【令和７年８月８日実施：魅力創造部へのヒアリング】 

・豊田市の教育に関するアンケート調査により、文化・芸術に興味を持つ市民の

割合が約６０パーセント、文化・芸術の鑑賞・見学を行っている市民の割合が約

７０パーセントであり、令和２年度と令和６年度の調査結果に差はなかった。た

だし、文化・芸術活動を行っている市民の割合は２７パーセントから４１パーセ

ントへと大きく上昇している。デカスプロジェクトや市民アートプロジェクト、

体験フェアなど多様な体験や活動機会の創出に取り組んできた成果であると捉え

ている。 

・１６歳以上の市民において、文化・芸術は子どもが心豊かに育つために大事な

ものという認識や、子どもたちにたくさん触れてほしいという期待値が高い傾向

にある。また、保護者は、子ども向けの体験機会やきっかけの充実を求める意見

が多く、子ども自身は、見るよりすることが好きという傾向があり、今後も子ど

もの体験機会を充実させていく必要がある。 

・市民や保護者は、子どもも含め、身近なところで気軽に文化・芸術に触れる機

会の充実を求める回答が多く、生活の中で文化芸術に触れる機会の充実を求めて

いる。一方で、子どもが興味を示す催物が少ないという回答が多い傾向にあり、

趣味や娯楽の多様化など、時代の変化を捉え、単に子ども向けのイベント等を企

画・実施するだけでなく、学校や地域へのアウトリーチ型の企画を検討し、身近

な場所でより文化・芸術に触れやすくしていく必要がある。 

・子どもたちが文化・芸術に触れる機会創出に向けた取組方針は、アンケート調

査結果の評価や、第９次豊田市総合計画ミライ実現戦略２０３０の子ども起点で

まちづくりを考える視点から、家庭や学校、地域等にアプローチを図りながら、

子どもが文化・芸術に出会う機会の拡充を図っていくこととしている。 

・子ども中心の取組でも、周りの保護者や先生といった大人たちの関心を高め子

どもたちを連れ出してもらう必要があることから、特に、親子招待や学校への派

遣事業などに力を入れていく。 

・デカスプロジェクトを始めとした豊田市の魅力を発信する取組、市民アートプ

ロジェクトといった市民にアート作品等を募集し展示する取組等を進めている。
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また、市内の文化活動者の活動に子どもたちを呼んで、太鼓や舞踊といった様々

な文化活動を気軽に楽しめる取組を進めている。このような取組の結果、文化芸

術活動を行っている市民の割合の向上につながったと考えている。 

・交流館等における文化活動グループの状況として、活動の基本となる場所等の

提供を行っていることが、様々な文化活動団体が新たに生まれ、また成長につな

がっていると評価している。 

・子どもが興味を示す催しが少ないという保護者の評価については、能を例にす

ると、何をやっているか分からない等の理由で人気がないと捉えている。そうい

った評価を受けて、子どもたち向けの能の鑑賞会を行う場合は、解説を加えて分

かりやすくする取組を進めている。その他の文化活動でも、子どもにとって分か

りやすいものとなるような取組を行い、興味を引くものにしていきたいと考えて

いる。 

・子どもが文化芸術活動に触れる機会の拡大に向けた取組として、学校との連携

においては、例えば各学校に文化活動者を派遣して、子どもたちに教える機会を

設ける文化活動者派遣事業を実施している。令和６年度の実績は、手挙げ制で２

７校に派遣しているが、全校には至っておらず、より多くの学校で実施できるよ

うに、内容の充実を図りたいと考えている。また、各種取組に対する学校への意

見聴取を例年では年明けに行っていたが、より参加がしやすくなるように今後は

早めに実施することを考えている。また、催しの案内をしてもバスを出すことが

できないなど、交通手段が課題となる場合もあるため、予算措置も含めて対応を

検討していきたい。 

・文化振興課と美術・博物部の連携として、美術館で開催した企画展等を契機と

した音楽コンサートを行った際は、美術館館長にコンサートの場で解説をしても

らうなどの取組を実施している。 

  

 【令和７年８月２１日実施：教育部へのヒアリング】 

・第２次文化芸術振興計画に掲げる多様な鑑賞体験の機会の拡充、見る、触れる

に基づき、市内の児童生徒に一流の文化芸術に触れる機会をつくり、感動体験を

通じた豊かな情操を育む心の教育の推進、心の教育の推進を図っている。 

・教育部としては二つの事業を行っている。１点目は、心に残る記念事業で、対

象は中学３年生、令和６年度は３，５３１名が参加している。内容は、名古屋フ

ィルハーモニー交響楽団、一流のオーケストラの演奏によるコンサート鑑賞であ

る。豊田市コンサートホールが誇るパイプオルガン８名フリーによる演奏を聞く

だけでなく、楽器の紹介や全員合唱、識者体験など、楽器や音楽に親しみが湧く

ような構成としている。２点目は、豊田市中学校吹奏楽演奏会で、対象は市内２
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０中学校の吹奏楽部の部員となる。令和６年度は約５００名が参加し、内容は豊

田市民文化会館大ホールにおいて、各学校の中学校が日頃の練習の成果を披露す

る機会として設定している。また、各中学校の枠を超えて、吹奏楽の演奏を楽し

みたいという思いを持った中学生集団で構成するリニアリーダーバンドの演奏披

露もこの中で実施している。 

・教育部の取組ではないが、小学校における取組として美術・博物部でアクティ

ブ・ラーニングツアーを準備している。博学連携の形で、子どもたちの学びの場

を提供するプログラムは、小学生から中学生まで準備をしている。また、各学校

が学びに応じて申し込んでいく取組では、小学生は文化施設の活用も行ってい

る。なお、小学校６年生と中学校２年生はバス運行に必要な予算を確保して、博

物館で学ぶ取組を行うようにしている。 

・地域資源を生かした教育の取組は、各地域の学校において主体的に取り組んで

いる。地域によっては、地域の偉人に関する記念館等があり、そういった施設も

学びの中に取り入れて、学習を組立てている学校もある。例えば、地域に伝統芸

能等が残っているような地域は、地域と連携しながらクラブ活動の中に導入する

ような取組もある。全市的に必要な内容は、教育部が進めているＷＥ ＬＯＶＥ 

とよた教育プログラムの中に盛り込めるか検証して、学校が取り組んでいけるよ

うにしている。 

・タブレットを活用した文化施設等での教育の取組として、タブレットを学びに

生かす方法について新しい学びの推進委員会で様々なアイデアを持ち寄っていき

たいと考えている。例えば、歴史については社会の教員が得意な分野だと考える

ので、今後も様々な視点で考えていきたい。 

 

（３）調査研究事項３「美術館、博物館と中心市街地との一体的な回遊型利用の促 

  進」 

ア 文化ゾーン基本構想の実現に向けたハード整備等 

 【令和７年８月１日実施：都市整備部へのヒアリング】 

 （ア）都市整備課 

・まちの魅力を発信する取組は、現状では美術館や博物館のロビーでまちなか案

内のパンフレットを置いている。また、駅から美術館、博物館に行かれる方がま

ちの魅力の情報を得られるように、ｎ６やＴ－ＦＡＣＥでまちなかの情報案内や

観光案内を行っている。今後、駅周辺の整備の中で情報発信施設の充実を産業部

と連携して実施していきたい。現在はインターネットによる情報収集が一般的な

ので、充実を図りたいと考えている。 
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・都心環境計画では、文化ゾーン関連の取組として歩行者用の誘導案内サインの

表示、配置のリニューアルを行う。サイン施設再整備と中心市街地の回遊性向上

を図りつつ、文化ゾーンへのアクセスを担う路線として、市道けやき通り線の整

備を掲げている。 

・サイン施設再整備の具体的な内容として、従来の青いサイン看板をグレーのデ

ザインのものにリニューアルを進めている。表示内容も５か国語表記で美術館、

博物館などのピクトグラム（絵文字）を使用している。街路サインは施設名称と

方向を示す帯の部分を、美術館、博物館は施設カラーとしている。全体として、

ユニバーサルデザインを踏まえた、分かりやすいサインの形にリニューアルを進

めている。従来は鉄道駅から施設まで案内するように配置していたが、再整備で

は施設から施設、例えば、スカイホールから博物館、産業文化センターから博物

館といった案内ができる配置計画も進めている。現在、整備計画を作成中の東口

のまちなか広場を除き、令和７年度中に配置計画の５４基全てのサインを設置す

る予定である。 

・市道けやき通り線整備の具体的な取組として、けやきの健全度調査を行い、倒

木の危険がある健全度の低いものから伐採している。 

・ムクドリ対策として、けやきを強く剪定している。将来的にはまちなか回遊、

文化ゾーンへのアクセス路線としての視点で、周辺には店舗、住宅、オフィス等

が並んでいるため、まちづくりと一体となった道路空間としてその在り方を検討

する予定である。 

・市道けやき通り線の管理は、建設部が通常行っている。今後の整備について

は、駅の改良を含めた中心市街地の整備と併せて、都市整備部で行う予定となっ

ている。整備に関しては様々な要素がある。無電柱化だけではなく、けやきや景

観、交通量等を踏まえ道路断面を考え直さないといけないと考えている。例えば

交通量に関しても、南バイパスができると交通量も変化し、バス乗降場が西口に

集約されるとバスが増えることを考慮する必要がある。駅から文化ゾーンへのア

クセス路線ではあるが、全体で１キロメートルの延長で北側は住宅が接してい

る。南側は事務所や駐車場があり、それぞれのまちづくりが異なっている。それ

ぞれの要素について優先順位をつけ、中長期的にどのような対応を行っていく

か、早期に整備方針、整備計画を作成して進めていきたいと考えている。 

・都市整備部と美術・博物部で連携して事業を行う体制としては、特に定期的な

会議体は設けてはおらず、必要に応じて協議の必要性が生じれば協議を行ってい

る。特に、駅から美術館、博物館への動線に関してはサインの掲示や案内につい

て駅の改修と合わせて実施する部分もあるため、都度協議を行っている。 
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・駅から美術館、博物館までに中間的なスポットを設ける考えは現状ない。企画

展等で多くの人の動きが生じる場合は、動線上の空地に店舗を設けるなど、産業

部との連携の中で検討していく内容だと考えている。 

・サインに関しては、視覚障がい者向けに点字の対応をしている。また、触って

分かるような形とする、駅を降りたところの拠点的なサインは、音声案内ができ

る装置をつけている。視覚障がい者へヒアリングを実施した中で、道案内として

アプリを使用する方が多いため、そういった方々がスムーズに移動できるよう、

改良を加えていきたいと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 （イ）交通政策課 

・現在の文化ゾーン周辺では名鉄バスが路線を走らせている。最寄りのバス停は

美術館の北側、市民文化会館のバス停で１時間に２本程度運行している。その他

の路線では、最寄りのバス停が樹木台で２時間に１本程度の運行である。 

・タクシーについては、美術館の近くに乗降場を設けている。 

・美術館や博物館で大規模なイベントが開催される場合は、施設側が用意してい

るシャトルバスや、まちなか商業への波及も期待した回遊性の向上につながるよ

うな取組を実施している。 

・具体的な公共交通の導入に向けては、イベントのない通常時は既存の公共交通

機関を最大限活用することで移動が可能なことや、運転手不足に起因するような

現状の公共交通の維持も困難な現状を考慮した上で、検討を行っていく必要があ

る。 

・実態把握のため、美術館や博物館と来訪者の公共交通アクセスがどうなってい

るか情報交換を行っていくことに加え、文化ゾーンだけでなく、中心市街地全体

の回遊性を向上させていく方策の検討を進めていきたい。 
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・市外からの訪問者に対する公共交通の周知については、現時点では特別にイベ

ントのないときにバス停周辺で案内は行っていない。令和８年４月以降バス停が

豊田市駅西側に集約されていくため、バスを始めとした公共交通がより使いやす

くなるような案内の方法を改めて検討していきたい。 

・文化ゾーンへの移動については、近年の気象状況も踏まえて高齢者を始めとし

た季節によって移動が困難な方に対する何らかの対応が必要ではないかという意

見があることは承知している。しかし、まずは既存の公共交通を最大限使うこと

が基本と考えていて、臨時的な増便が対応できるかは、人と車両設備のバランス

を考慮していく必要がある。個別の対応については、運転手の確保等に課題があ

るため改めて検討が必要である。 

 

 イ 中心市街地への誘導を促す取組 

 【令和７年８月１日実施：産業部へのヒアリング】 

・ＴＣＣＭの取組として、博物館オープンに伴う臨時シャトルバスの運行及びお

買物券の販売をしている。また、モネ展、エジプト展に伴うまちなかシャトルバ

スの運行及びノベルティの配布を行い、フォトスポットを２か所設置している。 

・まちなか宣伝会議の取組として、モネ展、エジプト展と連携した飲食店等のコ

ラボメニュー及び割引等の実施をしている。 

・商業ビル及び商店の取組として、企画展に合わせた独自の企画や催し、グッズ

販売、コラボメニューの提供等を実施している。 

・モネ展に伴うチケットつきの宿泊プランやスタンプラリー等を実施している。 

・モネ展、エジプト展と連携した名曲コンサートを文化振興財団が実施してい

る。 

・展覧会の規模に応じたまちなかまでの回遊、消費につながっていない現状が課

題として挙げられる。 

・フリーパーキングの取組は、博物館、美術館の利用及び認証により、まちなか

のフリーパーキング駐車場を３時間無料にしている。加えて、美術館、博物館で

の認証のほかに、まちなかのフリーパーキング対象施設での認証がある場合は５

時間無料も実施している 

・課題としては、博物館、美術館利用者のフリーパーキング利用が少なく、令和

６年度実績で美術館の認証は、フリーパーキング３時間の利用台数が６４台、５

時間利用が９台であった。博物館の認証はフリーパーキングの３時間の利用台数

が１０３台、５時間の利用台数は１０台であった。現在、美術館と博物館で５台

認証機を設置しているため、利用頻度に比して保守費用がかかっている。 



１６ 
 

・中心市街地の活性化策として、美術館、博物館と連携して、開催される企画展

等の規模に合わせて周遊施策を実施したいと考えている。大型の企画展等では、

直接的にシャトルバスを運用して、まちなかと美術館、博物館をつなぐような施

策を実施している。小規模な企画展等では、誘客が見込めないような部分を補う

形でのスタンプラリーの開催、企画展等にイメージを合わせたイベントをまちな

かで開催して機運醸成を図り、まちなかに来ている人に満足してもらい、逆に企

画展等に足を運んでもらえるような取組を考えたい。フリーパーキングについて

は、利用数を一気に上げることは難しく、利用の周知は美術館、博物館と連携し

てホームページやＳＮＳで発信し、まちなかの公共交通等で来ていただく人を増

やしていきたいと考えている。 

・博物館、美術館と商業者とのつながりは、まちなか宣伝会議をハブとしている

のが現状である。例えば、飲食店では企画展等の内容をイメージしたメニューを

考案し、それが企画展等の公式に認められ、公式からも情報発信があり、企画展

等に来館された人がまちなかに来て、企画展等の雰囲気を感じられて満足できる

といった取組を実施している。そのような取組を促進するうえで、企画展等が終

了した後に売上げや課題点等を商業者よりヒアリングを行い、次回へつなげてい

る。また、まちなか宣伝会議には産業部も参加している。ＴＣＣＭが実施する事

業に対して費用負担を行うなどの対応を行い、企画展等が行われる場合の商業者

等への情報提供が主な役割となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）調査研究事項４「歴史・文化芸術を生かしたまちの見せ方、プロモーション 

  戦略」 

 ア 歴史・文化芸術を観光誘客へつなげる取組 

 【令和７年８月８日実施：魅力創造部へのヒアリング】 

・豊田市観光実践計画 2025-2029 が令和７年４月から始まっている。山城を活か

した観光誘客及び歴史・文化資源のリブランディング、文化芸術等の集客機会を

活かした観光振興を位置づけている。 
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・豊田市歴史発掘及びパンフレット作成を今後行っていく。歴史資源をもう１度

掘り起こし、まちの魅力、それに対する誇りを持てるような取組を考えている。

歴史発掘の観点では、豊田市の歴史は魅力的なものが多いものの、情報発信に課

題があると認識している。専門家にも豊田市の歴史を再評価してもらい、メディ

アの力を活用していきたい。その後、地元との協力体制の中で魅力をどのように

表現して伝えていくのか検討し、各種イベント等においても豊田市の歴史文化の

魅力を発信していく取組を進めたい。 

・企画展等の開催に合わせて、ホテル旅館組合と連携したチケット付宿泊・日帰

りプランの販売を行っている。市内のホテルはビジネス利用が主となっているた

め、観光誘客を図るための取組をホテルや企画展等を行う美術館、博物館ととも

に考えていきたい。 

・緑陰歩道では緑陰ギャラリー等を活用した特大パネルの展示を４か所実施して

いる。また、にぎわい創出を目的として、市民アート団体、とよた市民アートパ

ーティーによるアート作品の展示を開催している。 

・ツーリズムとよたの取組として、モネ展、エジプト展の開催に合わせたモネプ

トスタンプラリーを開催した。コラボメニューは１８店舗がモネ展、エジプト展

に合わせて開発・販売をしている。また、各展覧会観覧者へ渡すチケット＆観覧

記念券を製作している。チケットには二次元コードを掲載し、特設ページへの誘

導や情報発信を行っている。 

・ツーリズムとよたホームページに、豊田の歴史と伝統が学べる手作り体験スポ

ット特集、とよたの歴史めぐりなどをテーマごとに特集ページを開設して発信し

ている。特設ページに限らず、山間地域のイベントも開催時期に合わせてＳＮＳ

での積極的な発信を行っている。 

・令和７年３月に策定した一般社団法人ツーリズムとよたの経営計画において、

地域が稼げる環境づくり、自ら収益をあげられる観光ビジネスの実践をミッショ

ンとして掲げている。令和６年３月に観光地経営を行う登録ＤＭＯ認定を受け、

行政地区観光協会、観光関連事業者との役割分担、連携強化による観光まちづく

りの推進など、４つの基本取組を進める団体となっている。１点目の知ろうとい

う部分に関しては、市民は当たり前に知っていることでも、市外の方、県外の方

は知らないことも多くあるため、いろんな切り口で情報発信を行っている。２点

目の磨き上げるは、豊田市に観光で訪れてもらえるようなコンテンツをツーリズ

ムとよたがフィルターになり発信している。３点目の貢献しよう、４点目のひと

つにしようは、各地域の観光協会とも引き続き連携して、様々な施策、新商品を

民間企業ともつくっていきたいと考えている。 
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・歴史・文化芸術に関連した取組として、綾渡の夜踊念仏と盆踊見学バスツアー

を実施している。大給城など、松平氏遺跡をめぐる日帰りバスツアー、御城印の

販売を継続して実施している。市内での歴史資源を生かしたイベント等の参加者

の状況としては、市民に限らず、市外、県外の方の参加実績もある。 

・歴史、文化芸術に関連した情報発信として、いこまいるとよたの登録者で歴史

文化が趣味趣向の方に対して、情報を届ける仕組みを展開している。 

・ＳＮＳに頼りがちな情報発信ではなく、高齢者には広報誌やチラシの配布等の

方法も必要だと考えているが、どこまでの範囲で行うのかは課題であると認識し

ている。 

・歴史・文化芸術をまちの魅力として発信する上での課題点は３点ある。１点目

は、山城周遊促進のための周辺環境整備では、観光誘客につなげるためには、駐

車場の確保や民地地権者との調整が必要である。２点目は、地域を超えた取組及

び情報発信では、各地区独自の取組も行っているが、面的な周遊取組や全市的な

魅力の発信が必要である。３点目は、関係団体等との連携で歴史・文化資源は、

関係者が多いため、市民や関係団体等の巻き込みが必要である。 

・地域資源の掘り起こしは、地元の人の考えや関係性を大切にしていきたいと考

えている。その中でも、山城の関係者は高齢者であることが多いため、地元の人

だけでなく歴史資源に興味を持っている市外の団体と協力して環境整備を一緒に

行う実例もあることから、そういった取組を参考にしつつ、市内の他の地域にも

広がりを持てる取組の手法を考えていきたい。 
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（５）視察調査（管内視察） 

■豊田市小原和紙のふるさと及び豊田市民芸館（９月１０日実施） 

１ 視察概要 

 両施設ともに、本市の歴史及び文化を発信する施設であり、その特徴及びミュ 

ージアムとしての取組状況を視察した。また、施設へのアクセスや周辺環境につ 

いても併せて調査した。 

 

２ 視察後の所感 

（１）小原和紙のふるさと 

 ア 伝統工芸「小原和紙」の魅力を体験・学習できる貴重な施設である。 

 イ 体験メニューも豊富で、うちわや壁かけ、絵すきなど、自分だけの和紙作品 

が作ることができる。 

 ウ 森林に囲まれた広い敷地には、和紙の原料植物の見本園や遊歩道も整備され 

ており、四季折々の自然とのふれあいも魅力である。 

 エ 小原和紙美術館は、藤井達吉の作品が充実していて、展示方法にも工夫が施 

  されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）豊田市民芸館 

ア 広大な敷地内に複数の建物があり、展示を見学しながら敷地内を巡ることに 

加え、陶芸作品を制作することもできるなど、他にはない魅力的な施設である。 

 イ 地域の手仕事や民芸美を伝える穴窯陶芸や挙母木綿など、地域に根ざした工 

芸講座が充実しており、企画展や展覧会も積極的に開催されている。 

 ウ 矢作川近傍の公園としても魅力に溢れているエリアであり、今後整備される 

  予定の勘八公園などと併せて更なる整備が期待される。 

エ 平日でも多くの訪問客がいたことから、施設の展示や体験コーナーが充実し 

ており、ポテンシャルの高い施設である。 
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３ 現地視察から見えた課題等 

（１）小原和紙のふるさと 

ア 市中心部から離れているだけでなく、国道からも森林に遮られて見えない場 

所に位置している。国道から直接駐車場に乗り入れることができない点は、自 

家用車でのアクセスが主であることを考えると大きな課題である。 

 イ 施設のポテンシャルを生かしきれていない。施設の魅力や楽しさの情報発信 

に課題がある。 

 ウ 駐車場から施設へのアプローチが長い上り坂であり、特に高齢者や身体の不 

自由な人には不親切な設計となっている。また、施設が古いこともありバリア 

フリー化も不十分である。 

 エ 施設の方向性が定まっていない。国道からのアクセス性及び販売する物品の 

充実化等を図ることで、地域住民に加えて観光者にとっても魅力的な「里の駅」 

として整備することも１つの手法である。 

（２）豊田市民芸館 

 ア 市中心部から離れた立地であることから、施設や周辺環境の持つポテンシャ 

ルの高さに比して市民認知度の低さに課題があり、魅力発信の工夫が求められ 

る。 

 イ 立地場所が道路から視認しにくい位置にあり、自家用車でのアクセスが主で 

あることを考えると、案内表示等の充実性に課題がある。 

 ウ 丘陵地の地形を生かした自然豊かな敷地である点は魅力である一方、バリア 

フリーの観点で言うと利用しづらい面もあり、改善の必要性がある。 

 エ 名鉄平戸橋駅からのアクセスについては歩道等の整備が進んでおらず、課題 

である。枝下用水の耐震工事に合わせて、市道認定道路の拡幅整備について検 

討すべきである。 

 オ 勘八公園が整備される段階で、回遊性の向上を図るため矢作川を渡る「人道 

  吊り橋」の整備に関して検討が必要である。 
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■豊田市駅・市道けやき通り線～豊田市美術館・博物館（９月２５日視察） 

１ 視察概要 

  本市の歴史、文化及び芸術の拠点施設であり、その施設及び中心市街地からの 

 アクセス環境を視察した。また、美術館及び博物館の一体的な土地利用の状況に 

 ついても併せて確認した。 

 

２ 視察後の所感 

（１）豊田市駅・市道けやき通り線 

 ア 豊田市駅及び新豊田駅から美術館・博物館へ徒歩で移動する際のメイン道路 

としての機能を有している。 

 イ 路線名のけやきについては、ムクドリ対策のため３分の１程が伐採されてい 

  る。けやきの必要性について検討が必要である。 

 ウ けやきの根上りで歩道に凹凸が発生しており、車椅子の利用者や高齢者には 

利用しづらい状況となっている。 

 エ 自動車の通行量に比して歩行者が少ない状況である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）豊田市美術館・博物館 

 ア 施設内部の充実性だけでなく、周辺環境も含めた景観の美しさにより市のラ 

ンドマークとして機能している。 

 イ 博物館が開館したことにより、美術館と一体的な土地利用がなされているこ 

とから、双方の施設を行き来するなど相乗効果を生んでいる。 

 ウ 美術館は建物そのものに魅力があり、ミュージアムショップやレストラン、 

  茶室などの施設も充実している。 

 エ 博物館は開館後１年ということもあり、今後も展示等の充実が期待される。 

  また、視察の際には小学生が博物館学習を行っていた。博学連携の取組も進め 

  られている。 
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３ 現地視察から見えた課題等 

（１）豊田市駅・市道けやき通り線 

 ア 豊田市駅周辺の再整備と関連して、文化ゾーンにおける主要道路としてどの 

ように整備していくのか、方向性を定める必要がある。 

 イ 道路の名称となっているけやきについては、現状を踏まえると今後どのよう 

にしていくのか検討が必要である。 

 ウ 美術館及び博物館へのアプローチ道路としての魅力を付加することが必要 

  である。例えば、美術品の展示、休憩スペースの整備、サインの充実が挙げら 

  れる。 

 エ 自動車の交通量を考慮して、現状の片側２車線の道路形態についても検討が 

必要である。また、併せて歩道の形態、自転車専用通行帯の整備、電柱の地中 

化についても検討が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）豊田市美術館・博物館 

 ア 魅力的な施設であることが市民に伝わっていない。もっと日常的に、気軽に 

訪れることができるような仕掛けが必要である。 

 イ 周辺環境を含めた施設の外空間の有効活用について、市民参画の拡大や地元 

住民の巻き込みといった観点から検討が必要である。 

 ウ 愛知環状鉄道線路沿いの坂道は傾斜が急であり、歩行者には厳しいため、次 

  世代交通モビリティ等の活用が必要である。 

 エ 博物館の機能については、市内各地域の歴史・文化の拠点となるように、展 
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示内容の充実化や見せ方について考えていく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）視察調査（県外視察） 

■埼玉県立歴史と民俗の博物館（埼玉県さいたま市大宮区） 

１ 視察概要 

埼玉県立歴史と民俗の博物館の沿革は、昭和４６年１１月に埼玉県立博物館が

開館し、その後昭和５５年１１月に埼玉県立民族文化センターが開所しそれぞれ

活動を重ねたのちの平成１８年４月に両施設を統合して「埼玉県立歴史と民俗の

博物館」となった。 

当館は、埼玉の歴史・民俗・美術工芸などを基礎研究に基づく収集・保管・活 

用、調査研究の成果を公開、生涯学習や学校教育を支援、県内博物館の中核とし 

て市町村を支援、ボランティアやミュージアムクルーなどの幅広い人材育成、県 

民が集う潤いのある快適空間の提供などを主なミッションとして活動している。 

 常設展示は、歴史的には縄文集落から国宝の太刀・短刀、時宗系の名号板碑な 

どが多数展示されている。民俗的には、印半纏や藍の型染め、板葺き切妻造や蔵 

造りの民家など幅広い視点にたって展示されている。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 評価できる点 

ア 常設展示の構成については、時代ごとの展示が系統的に配置されており、来 

館者が歴史の流れを自然に理解できる構成となっている。また、歴史・民俗・ 

古美術の視点に区分けしている点もわかりやすい。 
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イ 展示手法と空間設計について 実物資料と模型、映像、音声ガイドを組み合 

わせた多層的な情報提供を行っている。 

ウ 地域連携と教育活動として地元学校との連携による学習プログラムが充実 

しており、地域の歴史教育に貢献している。また、地域住民による展示解説や 

ボランティア活動が活発で、博物館が地域の文化拠点として機能している。大 

学との連携についても注目すべき点である。 

 エ 地域文化の中核施設（ＭＶＯ、埼玉県博物館連絡協議会の中心）として、埼 

  玉県の歴史・民俗・美術工芸に関する資料を収集・保存・展示することで県民 

  の文化的アイデンティティの形成に貢献している。 

 オ 体験ボランティアの方々を中心にモノづくり体験をすることができる「ゆ 

め・体験ひろば」で様々な学びを実際に体験することが可能で、子どもたちが 

興味を持てるような工夫がなされている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■長野市立博物館（長野県長野市） 

１ 視察概要 

長野市は平成１７年と平成２２年の合併により市域が拡大し、長野市立博物館

を中心に市域に点在する関連施設などと連携しながら市民に開かれた「長野市民

と文化を構築していく博物館」を目指している。 

川中島古戦場公園内という絶好な場所に位置していることを活かした取組と

して、川中島の戦いの展示室や川中島の戦い３Ｄ絵巻ＶＲなどの映像により古戦

場公園としての特徴を活かしている。 

また、博学連携の取組として、ながはくパートナー（ボランティア）との協働 

による市内全小学校来館による学習を進める一方で、デジタル田園都市構想交付 

金を利用して、長野市立博物館・真田宝物館・長野市埋蔵文化財センター所蔵資 

料・並びに市内文化財情報、長野市誌などをオンラインで結び情報共有を円滑に 

進めている。 
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２ 評価できる点 

ア 地域密着型の博物館として、長野市の歴史・自然・文化を総合的に扱い、市 

民の学びと交流の場として機能している。当館はプラネタリウムも併設されて 

おり、観光客などを見込んだ展示とは分けて、平日の小学生の学習利用など市 

民をターゲットとした取組をしっかりと行っている。 

イ 学校との連携やワークショップ、講座などを通じて、子どもから大人まで幅 

広い層に学習機会を提供している。（長野市デジタルミュージアム、同好会な 

ど） 

 ウ 市民学芸員制度の導入などの市民参加型の展示、地域のイベントなどに出展 

する移動博物館の実施、市民からの展示物の寄贈の積極的な受け入れなど市民 

を巻き込んだ活動を行っている。また、所蔵文化財のデータベースを整備し市 

民が見られるように公開している。 

エ 令和元年度の東日本台風による被害で水没した寺社の古文書を、市民参画の 

取組として主に文化財ボランティアの方々の手により、今日まで継続して修復 

作業を進めている。 

 オ 常設展示に加え、企画展では地域の特色を活かしたテーマを取り上げ、来館 

者の関心を引いており、展示の多様性と質の高さが評価できる。（川中島の戦い 

３Ｄ絵巻ＶＲなど） 
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■十日町市及び越後妻有里山現代美術館（新潟県十日町市） 

１ 視察概要 

十日町広域行政圏は、新潟県が広域行政圏の地域活性化施策として支援するた 

めに「ニューにいがた里創プラン」の認可を受け、平成８年にアートを活用した 

「越後妻有アートネックレス整備構想」を策定して６町村の広域行政圏を繋いだ 

里山や自然・文化をアートで発信する地域再生プロジェクトを開始した。 

その後、平成１２年から「大地の芸術祭」を３年に１度開催するようになり、 

令和６年には第９回を数え、作品数が３１２作品、参加集落数９９、参加国４２、 

参加アーティスト数２７８，来場者５４万人余、県内経済波及効果９７億円余と 

いう規模の芸術祭に膨れ上がり、「大地の芸術祭」越後妻有アートトリエンナー 

レが地方創生のモデルになり世界最大級の国際芸術祭として、日本中で開催され 

ている地域芸術祭の先駆けになっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 評価できる点 

ア 地域文化と現代アートを融合させた独自性が高く、住民参加による運営がま 

ちづくりの根幹となっている。芸術祭による経済効果や観光誘客だけでなく、 

地域の誇りやつながりを育む仕組みが整っており、行政と市民の協働によりア 

ートが地域課題の解決手段となっている。 

 イ 定住効果以外にも、県内の経済波及効果の試算も算出されており事業の効果 

検証を行う仕組みが構築されている。 

 ウ 芸術祭の会期中だけでなく会期後も常設作品として残されるものもあり、年 

間を通して市内でアートを楽しむことができる仕組みが構築されている。 

 エ アート作品を各集落に点在させることで、集落間の移動そのものもアート作 

品として価値を与え、回遊性の向上に寄与している。 

 オ 越後妻有里山現代美術館では、多彩な企画展や大地のオリジナルグッズから 

地元名産品まで揃うミュージアムショップ、喫茶やライブラリーの機能を持つ 

サロンなど、アート作品以外にも誘客を見込める機能が整備されている。また、 
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隣接して温浴施設や道の駅が立地するなど、観光客から地元民まで幅広く利用 

できる地域拠点となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 提言  

 

歴史・文化芸術を生かしたまちづくり推進特別委員会は、「博物館の開館及び美術

館開館３０周年を契機とし、本市が有する歴史・文化芸術資源に関する調査研究を行

い、それらを生かしたまちづくりの推進、来訪者の増加を目指す」ことを目的に設置

された。 

 提言に入る前に、豊田市美術館（以下、「美術館」という。）、豊田市博物館（以下「博

物館」という。）、豊田市民芸館（以下「民芸館」という。）について触れておく。 

 美術館は、本市の芸術施設の拠点かつ中心市街地を含む文化ゾーンの中核として、

３０年の時を重ねてきた。豊田市美術館らしさが現れる自主企画展、大規模な巡回展

等の開催により多くの人が訪れ、美術品だけではなく建物そのものの壮麗さ、庭園や

茶室といった周辺環境も含め、市内外に名が知れ渡る魅力的な美術館であることは周

知の事実である。 

 博物館は、「地域のあゆみをうけつぎ、その魅力をさぐり、豊田市の人と未来をつく

る」ことを目指し、令和６年４月に旧豊田東高校跡地に開館した。先述の美術館と一

体的な敷地となっており、文化ゾーンの新たな中核施設である。博物館の持つ使命は

多岐に渡る。本市が育んできた歴史、文化、自然といった様々な資源の集積地として

の機能、またそれらを現代に伝え、未来へとつなげていく役割、幾度の市町村合併を

重ね、多様な地域を抱える本市の地域間の回遊と交流を促進する拠点などである。開

館して１年程が経過したが、「みんなでつくりつづける博物館」をコンセプトに今後

も多くの可能性や期待感を抱かせる施設である。 
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 民芸館は、平戸橋町に昭和５８年４月に第１民芸館の開館を始めとして、同６０年

に第２民芸館と茶室・勘桜亭、平成２年に第３民芸館が開館した。第１民芸館は「衣」、

第２民芸館は「食」、第３民芸館は「住」をテーマとし、周辺の自然環境とも調和した、

愛知県唯一の公立の民芸館として、展覧会や手仕事によるものづくり講座の開催を通

じて、民芸品の調査、研究、普及活動に努めている。 

 ３館は、豊田市の歴史・文化芸術の中核施設として、それぞれの持つポテンシャル

を存分に生かしている。ただし、３館の魅力向上だけでは「歴史・文化芸術を生かし

たまちづくり」は成り立たない。周辺の交通環境整備、回遊性を向上させて来訪客を

中心市街地や周辺施設へ誘引する仕組みづくり、施設や周辺環境の魅力を観光に生か

す取組、子どもを始めとした多様な主体に対する学びや体験機会の創出など、すべて

を自分事として捉え、主体的かつ横断的に取り組んでいくことが、「まちづくり」と

「ひとづくり」に必要不可欠である。また、３館を中心とした各地域の歴史・文化芸

術資源のネットワークを構築し、矢作川を始めとした本市の持つ豊富な自然、自動車

を中心とした力強い産業といった本市の魅力を市内外に発信する取組も重要である。 

 令和７年度より本市では「第９次豊田市総合計画」がスタートした。「チェンジ・チ

ャレンジ」を掲げ、各部局や各所属で推進していた取組や事業を、所属の枠を超えて、

部局横断的に推進し、市役所全体でともに考える風土の醸成を目指している。また、

部局横断的な取組を推進するため、ミライ実現戦略推進プロジェクトが設置された。

２０５０年を展望したミライ構想、２０３０年までの取組の方向性を示したミライ実

現戦略２０３０に基づき、全庁で総力を挙げてまちづくりに取り組んでいく必要があ

る。 

 以下、本特別委員会の設置目的に基づき提言する。 

 

１ 美術館、博物館、民芸館の機能・連携の強化 

（１）３館の連携・機能強化 

①３館の魅力を生かし、さらなる来場者の増加を図るため、３館連携パスやスタン

プラリーの実施、企画展等の内容や時期を合わせるなど、相乗効果が生まれるよう

な取組を一層推進するとともに、３館に小原和紙のふるさとを加えた「４館」連携

の取組を検討すること。 

  

②地域に眠る様々な歴史・文化芸術資源について、地域や支所を始めとした多様な

主体と連携した掘り起こしを積極的に行い、博物館をハブとして地域の文化資源の

拠点としての機能を強化すること。 

 

③民芸館を中心として、民芸の森や平戸橋公園を始めとした魅力あふれる周辺施設
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を含めた一体的なまちづくりの取組を推進すること。例えば、勘八公園の整備に伴

い矢作川に吊り橋を設置するなど、周辺施設との回遊性を向上させる方策について

検討すること。また、平戸橋駅から徒歩圏内である立地条件を生かし、駅から徒歩

で訪れる人が安心で、楽しめるようなアクセス環境整備を検討すること。 

 

④自主企画展の開催の根幹となる学芸員について、部局横断的な人事異動の実施、

国や他自治体、民間施設への派遣等を検討し、専門分野以外の領域の経験や、人事

交流を通じて発展的な能力育成の取組を推進すること。 

 

２ 市民が親しみやすい文化施設の在り方 

（１）多様な主体とつくりあげていく 

①企画展の内容に市民意見を採用するなど、市民参画を促し、市民とともに歴史・

文化芸術のまちづくりに関する様々な取組を進めること。また、本来の目的以外で

も、広場を活用したマルシェやイベントの開催など、博物館や美術館、民芸館がす

べての人にとって身近であり、学びの場、憩いの場及び交流の場となるように、周

辺環境も含めた空間づくりを進めること。 

 

（２）福祉的な機能の強化 

①施設や周辺環境のバリアフリー化を進めるだけでなく、歴史・文化芸術施設が社

会とのつながりを持たせる役割を果たしていくために、障がい者等の参画を促進す

るとともに、社会福祉協議会や福祉事業者、医療機関などとも連携した取組を進め

ること。 

 

（３）博学連携の取組 

①博物館、美術館及び民芸館が有するポテンシャルを最大限に発揮することで、次

代を担う子どもたちが歴史・文化芸術に触れ、学ぶことのできる拠点となるように、

学校を始めとした教育機関との博学連携の取組を推進すること。また、大学や民間

企業の活力などを生かし、子どもたちやその保護者も魅力的に感じられる取組とし

ていくこと。 

 

（４）「ひとづくり」を「まちづくり」につなげる取組 

①すべての人が、歴史・文化芸術に触れ、体験できる様々な機会を創出すること。

歴史・文化芸術を通じて、自分のまちに対する誇りや幅広い知識、豊かな心を醸成

し、子どもから高齢者まで全世代で愛着形成につなげる取組を推進すること。市民

が主体的にまちづくりへ参画するきっかけとして、歴史・文化芸術資源を活用して
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いくこと。 

 

３ 美術館、博物館と中心市街地との一体的な回遊型利用の促進 

（１）美術館、博物館と中心市街地の回遊性向上 

①豊田市駅及び新豊田駅から美術館及び博物館への主要なアクセス道路となって

いる市道けやき通り線について、今後必要な機能や区域ごとの周辺環境の特性を踏

まえ、鉄道駅から美術館及び博物館へ訪れる人がわくわくするような「（仮称）ミュ

ージアムロード」としての整備を部局横断的に検討すること。 

 

②美術館及び博物館で開催している大型の企画展については、両館の来場者数の増

加や認知度の向上に寄与しているものと考える。多くの来場者が見込めるからこそ、

中心市街地のにぎわい創出につながるよう、効果を検証し次につなげられるような

仕組みを構築すること。 

 

③鉄道駅から美術館、博物館までの利用者の利便性を向上させるために、文化ゾー

ンにおける巡回バスの運行を検討すること。また、本市と関わりの深い次世代交通

モビリティを積極的に活用すること。 

 

４ 歴史・文化芸術を生かしたまちの見せ方、プロモーション戦略 

（１）地域施設の新たな形の検討 

①支所等で所管している地域の歴史・文化芸術施設については、美術・博物部を始

めとした他の所管への所管替えを検討し、部局横断的にこれまでにはない新たな施

設の在り方を検討すること。例えば、小原和紙のふるさとについては、バリアフリ

ーで多くの人が訪れることができるような文化・芸術と観光を兼ね備えた拠点とな

るよう整備を検討すること。 

 

②地域施設を持続的に維持・発展していくために、支所や地域の人だけでなく、地

域の歴史・文化芸術に興味を持つ団体や市外の人も巻き込んだ取組を進めること。 

また、地域施設のリノベーション等への支援を実施すること。 

 

（２）歴史・文化芸術をまちの魅力として伝える 

①ＳＮＳやインターネットだけに頼ることなく、紙媒体や各種団体の会議での情報

提供など、情報を伝えたいターゲットに対応した多様な情報発信の手段を用いて、

様々な機会を捉えた情報発信を行うこと。また、テレビを始めとしたあらゆるメデ

ィア媒体を活用した情報発信を強化すること。 
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②市や関係団体のみが情報発信するだけでなく、来訪者が自らインフルエンサーと

なりえるような、情報発信の制度設計や関係団体への支援を実施すること。 

 

（３）観光資源としての活用 

①矢作川や広大な山間地、農村の原風景を有する豊田市の特徴を、豊田市の魅力と

して捉え、足助の重要伝統的建造物群保存地区、松平郷、山城、農村舞台などとい

った地域資源を生かした歴史・文化芸術イベントを創出し、歴史・文化芸術への関

心層の拡大と地域の関係人口の増大を図る取組を実施すること。 

 

 

６ おわりに 

 今回、この特別委員会で取り上げた大きな理由としては、豊田市は美術館、博物

館、そして民芸館を有しており、これらの誘客を増やすことにより、本市を活性化

させるという熱い想いで１年間調査研究をしてきました。 

我々議員は年間に数回、全国各地を訪問する視察や研修の機会があります。特に、

地方都市にお邪魔したときに、中心市街地に活力・賑わいのない街も少なくありま

せん。本市は、幸いにも大きな自動車産業があり、現在は勢いのある街の一つだと

いわれていますが、人口減少、高齢化の進展は着実に進行しています。将来にわた

り、本市が持続可能な街として存続していくためには、全国に誇れる教育・文化・

歴史施設を最大限に活用し、新たな誘客を増やすうえでは観光という視点が必要で

あるということで、提言をまとめさせていただきました。詳細は前述のとおりです

が、庁内横断的な議論、目指す方向の意思統一を図り、全庁的な取組が必要です。 

豊田市はトヨタブランドに頼るだけでなく、繰り返しになりますが、現在の資源

をフルに活用し、手を入れる分野には予算を投入し、１０年後、２０年後の本市の

姿を明確にし、市長始め、関係部局には尽力いただきたいと申し上げ、おわりの言

葉とします。 


